
未だに発生源が解明されず、次々と変異株が確認される新型コロナウイルス。未だに発生源が解明されず、次々と変異株が確認される新型コロナウイルス。
未知のウイルスと向き合い、懸命に対応する稲沢市民病院の最前線をご紹介します。未知のウイルスと向き合い、懸命に対応する稲沢市民病院の最前線をご紹介します。

稲沢市民病院稲沢市民病院とと
新型コロナウイルス感染症 新型コロナウイルス感染症 ２年間２年間のの軌跡軌跡

問合先　市民病院管理課　 0587(32)2111

　
令
和
２
年
３
月
、
稲
沢
市
民
病
院
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
の
受
け

入
れ
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
当
時
は
感
染
症
の
専
用
病
床

は
な
く
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
に
も
大
き
な
不

安
は
あ
り
ま
し
た
が
、
市
民
病
院
と
し
て

市
民
の
命
を
守
る
と
い
う
使
命
感
か
ら
、

患
者
の
受
け
入
れ
を
決
断
し
ま
し
た
。

　
受
け
入
れ
の
際
に
は
院
内
感
染
を
防
ぐ

た
め
、
一
つ
の
病
棟
を
感
染
症
患
者
専
用

と
し
、
医
師
、
看
護
師
、
栄
養
士
、
理
学

療
法
士
な
ど
の
多
職
種
が
連
携
し
て
、
患

者
の
治
療
に
当
た
り
ま
し
た
。

市
民
の
命
を
守
る

　
感
染
症
は
早
期
発
見
・
早
期
治
療
す
る

こ
と
で
周
囲
へ
の
感
染
を
防
止
し
、
重
症

化
を
防
ぎ
ま
す
。
市
内
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー

の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
発
熱
者
の
検

査
を
迅
速
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
４
月
に
発
熱
症
状
の
あ
る
患

者
の
た
め
の「
発
熱
外
来
」
を
開
設
し
、

発
熱
外
来
の
開
設

▲  Web問診は全国の学会など
でも高い評価を得ました

▲ 感染症患者専用病棟の病室へ
入る看護師

１
万
３
０
０
０
件
以
上
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
検
査
を
行
い
、

７
８
０
０
人
以
上
の
患
者
を
受
け
入
れ
ま

し
た
。

　
当
院
は
、
全
病
棟
に
空
気
感
染
防
止
の

た
め
の
陰
圧
室
を
一
室
設
置
す
る
ほ
か
、

感
染
症
の
専
門
医
・
看
護
師
が
全
職
員
に

感
染
症
に
対
す
る
教
育
を
行
う
な
ど
、
以

前
か
ら
感
染
対
策
に
注
力
し
て
き
ま
し
た

が
、
院
内
感
染
が
発
生
す
れ
ば
、
医
療
崩

壊
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
患
者
の
院
内
で

の
滞
在
時
間
を
極
力
減
ら
す
た
め
、
事
前

に
患
者
の
問
診
が
で
き
る
Ｗ
ｅ
ｂ
問
診
を

考
案
し
ま
し
た
。
診
察
の
流
れ
と
し
て
は

①
Ｗ
ｅ
ｂ
問
診

②
問
診
後
、
患
者
が
病
院
に
到
着

③ 

防
護
服
を
身
に
付
け
た
看
護
師
が
駐
車

場
へ
出
向
い
て
検
体
を
採
取

④
医
師
が
電
話
で
診
察

と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に

よ
り
、
接
触
を
最
小
限
に
留
め
ま
し
た
。

　
当
院
で
は
、
令
和
３
年
ま
で
に
３
０
０

人
以
上
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

患
者
の
入
院
・
治
療
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
院
内
感
染
の
発
生
に
は
至
っ
て
い
ま

せ
ん
。

リ
、
栄
養
士
に
よ
る
食
事
の
工
夫
な
ど
、

多
職
種
が
チ
ー
ム
を
組
ん
で
療
養
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ま
た
、
院
内
環
境
を

整
備
し
、
家
族
と
オ
ン
ラ
イ
ン
面
会
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
患
者
が
社
会

と
の
つ
な
が
り
を
保
つ
こ
と
に
も
努
め
て

い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
再

感
染
や
後
遺
症
が
発
症
す
る
場
合
も
あ
る

た
め
、
退
院
後
に
も
看
護
師
が
患
者
宅
を

訪
問
し
、
症
状
の
確
認
を
す
る
ア
フ
タ
ー

フ
ォ
ロ
ー
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
初

期
は
治
療
方
法
が
確
立
し
て
お
ら
ず
、
同

じ
医
療
圏
で
あ
る
一
宮
市
立
市
民
病
院
の

医
師
ら
と
連
携
し
、
患
者
の
治
療
に
つ
い

て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
発

熱
、
息
苦
し
さ
、
倦
怠
感
な
ど
の
症
状
に

加
え
て
、
入
院
な
ど
慣
れ
な
い
隔
離
生
活

に
よ
る
気
力
や
食
欲
の
低
下
、
体
力
の
消

耗
な
ど
が
起
こ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
点

滴
な
ど
の
治
療
だ
け
で
な
く
、
理
学
療
法

士
に
よ
る
呼
吸
リ
ハ
ビ
リ
や
運
動
リ
ハ
ビ

患
者
の
治
療

▲病室に入る看護師は防護服を着用して看護に当たります

▲検体を採取する様子

▲ 市民の皆さんから贈られた多くの応援メッセージ。不安な気持ちを抱えながら
未知のウイルスに向き合う医療スタッフにとって大きな励みとなりました

　新型コロナウイルスへの対応は私たちにとってまさに戦いで、感染症患者
の診療・看護と急激に増加した業務は、全ての職員に大きな負荷となりました。
　しかし、「逆境をチャンスに変える！」を合言葉に、Web問診やオンライン
面会、診療科や部門を超えた応援体制を整えました。特に看護師は一人一人
が真摯に看護に従事し、看護体制を柔軟に変化させ乗り越えてきました。今
回、市民病院としての役割を果たすべく対応した経験は、これからの超高齢
社会にも対応できる自信となりました。
　第一線で働く看護師をはじめ、全ての職員を感染させないために病院一丸
となって環境を整えたことも、院内感染の防止につながったと考えています。
　最後に、市民病院を応援してくださった市民の皆さま、学校、企業、各種
団体の皆さまに心よりお礼を申し上げるとともに、引き続き感染防止対策の
徹底にご協力をお願いいたします。　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 院長　加藤健司
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